


【要約】:NICU における早期介入方法を文献的に考察した。それらによれば 1)児に対する

環境、療育者からの過剰刺激を減少させること、2)少なすぎる触覚や平衡覚への刺激を増

加させること、3)各児の成熟に見合った介入が主な点であったで。そこで第二段階として、

自治医科大学 NICU における環境調査を行ったが、照明が明るすぎること、 スタッフの認

識不足による騒音がかなりあることが分かった。


